
きょうかいがっこうコーナー          ２０２１．１１．１４ 

年間第 33 主日               マルコ１３．24～32 

みなさま７かの七五三のしゅくふくがおわって、きょうの 14 日もありますので、ぜひきてくださいね。 

 

「そのとき、イエスはでしたしにいわれた。」「それらのひは、このようなくなんののち、たいようがくらくなり、

つきはひかりをはなさず、ほしはそらからおち、てんたいはゆりうごかされる。そのとき、ひとのこがおおいな

るちからとえいこうをおびてくもにのってくるのを、ひとびとはみる。そのとき、ひとのこはてんしたちをつか

わし、ちのはてからてんのはてまでかれによってえらばれたひとたちをしほうからよびあつめる。 

いちじくのきからおしえをまなびなさい。えだがやわらかくなり、はがのびると、なつがちかづいたことがわか

る。それとおなじように、あなたがたは、これらのことがおきるのをみたら、ひとのこがとぐちにちかづいてい

るとさとりなさい。はっきりいっておく。これらのことがみなおきるまでは、このじだいはけっしてほろびな

い。てんちがほろびるが、わたしのことばはけっしてほろびない。そのひ、そのとき、だれもしらない。てんした

ちもしらない。 

「てんのちちだけがごぞんじである。」 

 

きょうのふくいんをよんで、リーダーがちいさいとき、すこしこわいいんしょうをもっていたとをおもいだ

しました。いまになってかんがえたら、イエスさまはこのようなことをみんなをこわがらせるためにおっしゃ

っていなことがわかります。 

イエスさまは、まず「しぜんをみなさい」と、ふゆになるときのはがどんどんちっていく、しょくもつはか

れ、むしやちいさないきものすがたをけします。しかし、はるになるとうえきがいきをふきかえし、あたらし

いいのちがうまれます。 

イエスさまはじゅうじかにかかって、なくなりましたが、みっかめにふっかつされ、ちちであるかみさまの

もとにおかえりになりました。イエスさまは、ごじぶんのことばにしたがうことによって、わたしたちがけっ

してほろびることはない、あたらしいいのちをいただくことができるとおしえてくださいました 。
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「てんち

がほろびるが、わたしのことばはけっしてほろびない」よのおわりになにか、おそろしいことがおきることの

ようにおどかすひとがいます。しかしそれはおおまちがいです。わたしたちをイエスさまのもとにあつめ、い

っしょにてんごくのよろこびにはいるのですから、それはかみさまのこどもであるわたしたちがもっともま

ちのぞんでいるときです。 

きょうかいで、わたしたちは「マラナタ」のうたをうたっています、それは「イエスさま、きてください」

といういみで、ほんとうにイエスさまがきてほしい。すべてのくるしみ、ふあん、かなしみがイエスさまがき

てくれたらぜんぶきえるからです。 

 

わたしたちのことをイエスさまがだいじにおもってくださっていることをきょうのふくいんでは、つたえ

てくださっています。 

「イエスさま、きてください」とおいのりしましょうね。 

 



 
ぬりえ 

 

いちじくのきからまなびなさい 


